
バーチャルとっとり等構築・保守業務に係る質問と回答 

 

通し 

番号 

質問事項 回答 

１ 調達公告の１（２）「業務の目的」に関し

て、別途構築を予定しているデータ連携

基盤とバーチャルとっとりのデータ連携

の実装は、本業務の範囲外でしょうか？ 

ご認識の通りです。 

２ 実施要領の８「企画提案書」について、

副本（12部）は社名やロゴ等の記載は伏

せるべきでしょうか。 

提案者を区別するため、副本についても記

載をお願いします。 

３ 実施要領の９「企画提案のプレゼンテー

ション」について、企画提案説明での随

行者の同席（現地／リモート）は可能で

しょうか。可能な場合、人数制限はあり

ますか。 

現地とリモートの併用は可能でしょう

か。 

随行者による現地やリモートでの同席は

可能です。また人数制限を設けることは現

時点では想定していません。 

リモートでの参加・発表も可能とします。 

４ 仕様書の２「若者」とは、何歳～何歳を

想定しているのか。 

概ね 18歳から 29歳を想定しています。 

 

５ 仕様書の２「別途連携を予定しているデ

ータ連携基盤」とは、どのようなもので

しょうか。仕様書等を共有いただくこと

は可能ですか？ 

内閣府策定のスマートシティリファレン

スアーキテクチャホワイトペーパーで定

義する都市 OS に準拠した、分野間連携・

地域間のデータの流通を可能とする基盤

です。仕様書等については契約時に共有可

能です。 

６ 仕様書の２「データ連携基盤と連携し、

鳥取県の所有する各種データを活用する

ものとする」について、活用するデータ

は「障がい者アートデジタルアーカイブ

やとっとり SDGsパートナー情報」の２点

以外にどのような情報の活用が可能でし

ょうか。 

今年度は左記２点のみですが、今後本県及

びその他団体が保有する他のデータアセ

ットとも連携できるようにすることも想

定しています。他のデータアセットとの接

続希望があれば、別途ご相談ください。 

 

７ 仕様書の２「データ連携基盤と連携し、

鳥取県の所有する各種データを活用する

ものとする」について、具体的にどのよ

うな連携を想定していらっしゃり、また

どのように空間内で活用するイメージを

お持ちでしょうか。 

現時点で確定はしていませんが、例えばと

っとり SDGs パートナー情報には企業情報

が含まれていることから、情報発信コーナ

ー内の就活情報として掲載することなど

が想定されます。 

８ 仕様書の４（１）アの納品方法について、

注２に電子媒体のファイル形式に関する

記載がありますが、「バーチャルとっと

り」については Unityデータでの格納で

問題ないでしょうか。 

バーチャルとっとりについては、注３「ア

については、サーバー上に構築すること。」

と記載にある通り、電子媒体の提出ではな

く、サーバー上に構築し、サービス提供が

確認できれば、納入したものとみなしま

す。なお、サーバーについては、仕様書 10

（１）アの事項に留意をお願いします。 



９ 仕様書の８（１）アに「メインターゲッ

ト」の記載がありますが、サブターゲッ

トは存在しますか？存在するのであれ

ば、どのような層でしょうか？ 

サブターゲットとしては、高校生や 30 歳

以降のいわゆる子育て世帯を想定してい

ます。これは、想定される機能の中に就職

情報や移住情報についても発信するため、

いわゆる若者以外の利用も見据えていま

す。 

１０ 仕様書の８（１）ア「テストユーザーに

意見を求め」について、テストユーザー

は受注者が募集しますか、それとも発注

者から紹介いただけますか。募集や選定

について何か想定はありますか。 

選定方法については現時点で特に想定は

しておりませんが、基本的には発注者の意

見を踏まえたうえで、受注者が募集をかけ

ることを想定しています。 

１１ 仕様書の８（１）エ「別途構築を予定し

ているデータ連携基盤とAPI接続し、バ

ーチャルとっとりと連携できること」

は、業務期間内の連携が必須ですか、そ

れとも将来的に連携出来る仕様となれば

いいでしょうか。 

令和６年２月末の構築期間内の連携が必

須要件です。 

１２ 仕様書の８（１）エ「別途構築を予定し

ているデータ連携基盤とAPI接続し、バ

ーチャルとっとりと連携できること」に

ついて、データ連携基盤の完成時期や接

続対応が必要となる時期はいつ頃でしょ

うか。 

データ連携基盤と各サービスとの連携は、

令和６年２月末までに接続することを想

定しています。定例会議においてデータ連

携基盤の構築業者を含め、接続仕様等をご

確認いただくこととしています。 

１３ 仕様書の８（１）オ「鳥取県公式アプリ

「とりふる」」に関して、「とりふる」

上にバナー等を掲載する場合の費用負担

及び作業の発注は本委託業務に含まれま

すか。 

「とりふる」内における掲載費用の負担及

び発注は本委託業務に含まれません。 

 

１４ 仕様書の８（１）オ「鳥取県公式アプリ

「とりふる」」に関して、「とりふる」

からバーチャルとっとりへの入場は、バ

ーチャルとっとりをアプリで提供する場

合、「とりふる」から直接アプリを起動

する方法をお考えでしょうか。 

別アプリへ誘導し、ユーザーがアプリの

ダウンロード後にそのアプリから体験開

始する動線を設計してもいいでしょう

か。 

情報連携をして、別アプリを起動する方

法でも可能でしょうか。 

その他、とりふる内にリンクを貼り、リ

ンク遷移でもよいでしょうか。 

「とりふる」を入口としていれば、左記い

ずれの設計でも差し支えありません。 

 

１５ 仕様書の８（１）ク「やりとり記録

（log）」とは、具体的に何を示してい

ますか。テキストチャットでしょうか。 

認識のとおりテキストチャットを想定し

ています。 

１６ 仕様書の８（１）ケ「禁止用語をあらか

じめ設定すること」について、禁止用語

ご認識のとおりテキストチャットを想定

しています。 



は文字の表示（テキストチャット）のみ

で、音声の制限は不要でしょうか。 

１７ 仕様書の８（２）ウ「アバター」の種類

について、デザインやパターン数等想定

されていることはありまか。 

発注者と受注者間との協議の上確定した

いと考えますが、若者が参加することを踏

まえ、個性が反映できる多様なパターンが

存在することが望ましいです。また、仕様

書の８（２）オに記載にある通り機能の拡

張も想定していることから、別途契約時に

パターンを増やすことも想定しています。 

１８ 仕様書の８（２）ウ「アンケート機能」
や８（２）エ「参加者が書き込みできる
掲示板」は、その他のツール（例えばグ
ーグルフォームや slido）などの別のサ
ービスを併用してもいいでしょうか。 

参加者の利便性を考え、発注者と受注者間

で協議の上妥当と判断した時は併用して

差し支えありません。 

１９ 仕様書の８（２）エ「参加者が書き込み

できる掲示板」は、誰でも書いて消せる

ホワイトボードのイメージと考えてよろ

しいでしょうか？ 

掲示板については、本人及び管理者が書き

込みについて消せるものとします。 

２０ 仕様書の９（１）ウ「発注者が掲示板や

情報発信コーナー等を編集及び更新でき

る仕様にすること。」について、PFの仕

様上、空間内の掲出物の差し替え等はベ

ンダーでの作業が必要になる予定です。

最短で即日に変更を反映させる事は可能

ですが、発注者ではなくベンダーが作業

することは委託業務の許容範囲内でしょ

うか。 

発注者ではなくベンダーが作業を行うこ

とに問題ありません。 

２１ 仕様書の９（１）ウ「発注者が掲示板や

情報発信コーナー等を編集及び更新でき

る仕様にすること。」について、仕様書

の８（２）エ「参加者が書き込みできる

掲示板」と相反する内容となっています

が、掲示板へ掲示する者は発注者と利用

者のどちらになりますか。 

掲示板については、発注者及び参加者両者

が書き込みできる仕様を想定しています。

例えば、発注者が「鳥取県の魅力」や「就

活体験談」などのテーマを掲示し、参加者

自由に書き込み、誰もが閲覧できる仕組み

が考えられます。また、掲示として不適切

と判断したものは、発注者が編集できるよ

うにします。 

２２ 仕様書の９（１）ウ「発注者が掲示板や

情報発信コーナー等を編集及び更新でき

る仕様にすること。」について、掲示板

の更新頻度はどの位の想定でしょうか。 

現時点では、月に数回の更新を想定してい

ます。 

２１ 仕様書の９（２）イ「情報発信コーナ

ー」は、どのような情報・発信の形態を

想定していらっしゃいますか。 

観光や移住、就職に関する情報を静止画及

び動画等で発信することを想定していま

す。 

２２ 仕様書の９（２）キ「アバターがグルー

プを形成」することに関して、グループ

設定は管理者側で管理する方式で考えて

よろしいでしょうか？ 

相手利用者の同意が得られれば、アバター

（利用者）でグループを形成することを可

能としますが、管理者も操作できる仕様と

します。 

２３ 仕様書の９（３）「限定設置空間」に関

して、限定設置空間を利用する場合は、

基本的には、バーチャルとっとり内に入場

する場合は、アカウントを発行の上、入場



管理者が事前に利用者のアカウントを管

理し、グループ設定などで入場制限する

必要があります。常時設置空間について

も、セキュリティや事故防止を考慮して

管理者が利用者のアカウントを管理する

ように考えていらっしゃいますか。 

してもらう設計とします。 

 

２４ 仕様書の９（３）ウ「空間を必要に応じ

て構築できるようにする」とは、利用者

がいつでも好きな時に特定の利用者と限

定のバーチャル空間を作れるということ

でしょうか。（限定空間を構築する権限

は誰にあるのか。そして作りたいと思っ

てから作られるまで許容される時間を知

りたいです。） 

利用者が限定バーチャル空間を作ること

は想定しておりません。本要件は、例えば、

限定設置空間で就職交流会を開催し就職

相談を実施する際に、企業と就活生がプラ

イバシーが守られた空間（他者がその空間

に入る又はチャット等を閲覧することな

どができない）を構築することなどを想定

しています。 

２５ 仕様書の９（４）ア「ゲーム要素」は、

どのような内容を想定していますか。 

例えば、若者交流会を開催した際に、アイ

スブレイクを目的としたアバター同士に

よる簡単なゲームなどを想定しています。 

２６ 仕様書の１０（１）ア（ア）「サーバ」は、

AWS（Amazon Web Services）でもよろし

いですか。 

仕様書の１０（１）を満たしていれば問題

ありません。 

２７ 仕様書の１０（１）ア（エ）「データセン

ターの立ち入り調査又はこれに準ずる効

果を有する調査」について、詳細をご教

示ください。 

重大なセキュリティインシデントが発生

した場合に、原因究明に向けた調査等を行

うことを想定しています。 

２８ 仕様書の１０（１）イ「プリンタ」につ

いて、プリンタの利用用途はどのような

ことを想定していらっしゃいますか。キ

ャプチャした画像をプリント出力する等

の利用でしょうか。 

本プロポーザルとプリンタは関係がある

のでしょうか。 

現時点で具体的な想定はしていませんが、

例えばアバター同士の記念撮影の出力や、

ご認識のような利用等についての設定が

想定されます。 

２９ 仕様書の１１（２）アに関して、仕様書

の８（２）オ「情報発信コンテスト」は

どのような内容を想定していらっしゃい

ますか？ 

例えば、鳥取県の魅力について写真を募集

し、アバターが一番魅力的に思える写真を

選び、選ばれた写真については、景品等を

渡すと同時に空間内に展示されることな

どが想定されます。 

３０ 仕様書の１４（１）について、本プロポ

ーザルの要件としての保守運用期間は、

業務期間と同様の令和6年3月31日までで

しょうか。 

また、2024年度以降の保守運用について

は別途調達公告が発出されますか。 

ご認識のとおり、保守運用期間は業務期間

と同様の令和６年３月３１日までとなり

ます。 

また、次年度以降の保守運用については、

別途調達公告は行う予定はありません。 

３１ 仕様書の１４（３）オ及びカについて、

対応期間は業務期間と同様の令和6年3月

31日まででしょうか。 

ご認識のとおり、左記対応機関は、業務期

間と同様の令和６年３月３１日までとな

ります。 

３２ 仕様書の１４（４）「サービス水準要求

（SLA）」について、既存サービスPFを

既存サービス PF を利用するとしても SLA

の締結は必要条件と考えます。 



利用する場合のSLAの締結はどのように

考えていらっしゃいますか。 

 

３３ 仕様書の１５（８）「再委託の禁止」に

ついて、今回の業務の性質上、再委託の

契約金額が50%を超える可能性が考えら

れますが、50％を超えることは絶対禁止

でしょうか？ 

仕様書１５（８）ア及びイに記載のとおり、

再委託の契約金額が本業務に係る契約金

額の 50％を超える場合又は再委託する業

務に本業務の中核となる部分が含まれる

場合は再委託できません。ただし、特段の

理由がありやむを得ないと発注者が判断

した場合はこの限りではありません。 

３４ 鳥取県を代表するIP、各種キャラクター

や観光大使、ご当地キャラ等の空間やイ

ベントでの活用は可能ですか。 

協議に応じて発注者が対応を検討します。 

 


